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私は2002年 度から今年(2005)度 末までの4年 間、研





































継承」が目的で したが、 これか らは 「知の創造 と活用」
つまり金儲けも考えなければならないということで しょ
う。 しかし、大学が余り金儲けの研究に走 るのは本来の
在 るべき姿ではなく、やはり全体の2/3ぐ らいの努力 は
基礎研究 に注 ぐべきであるかと思います。行 きすぎた産
学連携は大学 と産業界の両者にとってもよいことではな
いで しょう。
もう一っ、残されている課題 として、工学研究所専属
教員の人事制度があげられます。本学 にとって学部 と大
学院教育 は今後益々重要になり、ともすると研究体制の
整備は二の次になりがちです。世界に通用する研究者を
確保するためにも、研究者を守 る砦が必要であり、 この
役割に、専属教員を有する工学研究所は最適な組織です。
この場合、専属教員を固定することな く、学部 ・大学院
教員との定常的な人事交流が前提かとも思います。
以上、工学研究所の過去 ・現在 ・未来を概説させてい
ただきました。
